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問題
ハーモニーの認知処理に焦点をあてた心理生理学的研究は，ハーモニー処理に特有の ERP
(event-related pot阻H山｝成分である ERAN(early right岨teriornegativi守）の存在と性質を明らかにし
















評定が高いことが示された。また， Krumha田I& Kesseler (1982）は， 12の要素（例えば，ハ長調の3
つのカデンツ F-G-Cなど）に続けてプローブ音を呈示し，プロープ音が要素とどの程度音楽的に合
っているかについて7段階で評定を行った。その結果，調性の関係はトーラスであるということを
































る音色の和音の検出課題の成績が， 2D課題条件に比べて 3D課題条件で低かったことから， 2D課
題と比較して 3D課題の難易度が高かったと考えられる。 E貼 Nの惹起には注意が必要であるとい
う結果が得られている（橋本，2011）ことから，課題の難易度の影響は排除できず，橋本・宮谷（2013)





















3番目にナポリの六を配置した和音進行 (Neap仙 3rd),25%が和音進行の 5番目にナポリの六を配
置した和普進行制eapoli/5th）であった。なお，すべての和普進行はトニックで始まり， 2番目にト
ニック，サプメディアント，サブドミナント，メディアントのいずれかを， 3番目にサプドミナン





した.il識呈示の制御，トリガー信号の制御には， Psycholo町田倉wareT田 I,Inc.製 E-primeを使用し
た。
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脳波の記録および分析脳波は， Ag/AgCl電極を用い，国際式 10%法に基づく 7部位（F3,F4, C3, 
C4, Fz, Cz, Pz）から鼻尖を基準に導出した。脳波および眼電図は，高帯域遮断30Hz，低帯域遮断









行動指標 RD課題のE答率（±SD）は， 89.5%(±7.4), 3D課題のE答率は， 58.3%(±26.2）であ
った。対応のある t検定を行ったところ，課題聞の正答率の差は有意であった（1(11 ）~3.89,p<.01）。
生理指標 F3および F4で記録された第 5位置の和音に対する総平均 ERP波形を課題条件別に
Figure 3に示す。また， Neapoli刺激に対する ERPから In-key刺激に対する ERPを引き算した波形
をF取Jre4に示す。視察によると，刺激呈示後約 130血Sを頂点とする陰性の頂点を形成した後，約
150 ms付近から陽性方向に条件聞で異なった分岐を示し， CON条件でのみ， Neapoli刺激に対する
ERPに約250msを頂点とする小さな陰性の成分が観察された。この陰性成分がERANと考えられ
る。この成分について詳細に検討するために，刺激呈示後225-265聞の区間平均電位を算出！，，
課題3(CON, RD, 3D）×刺激音2(In k可，Neapoli）×導出部位2σ3,F4）の3要因分散分析を実施した。
その結果，課題の主効果 （F(2,22）~3.76, p<.05），および課題×刺激音の交互作用 （F(2,22）~3.58, 
Pく05），刺激普×導出部位の交互作用（尺1,11 ）~10.84,p<.01）が有意であった。課題の効果に関する
多重比較の結呆， 3D条件（1.9μV)よりも CON条件（0.7μ刊でより陰性であった。それぞれの交
互作用について単純主効果の検定を行ったところ， Neapoli刺激に対する ERPは， 3D条件 （2.6μ
V)よりも CON条件（0.4μV)でより陰性であった。また， hk可刺激に対する ERPは， F3とF4
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Figure 3. F3 および F4 における第 5位置の In－~句刺激， Neapoli 刺激に対する総平均 ERP 波形の重
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Figure 4. F3 および F4 における第 5位置の Neapoli 刺激に対する ERP から In－~句刺激に対する ERP















しかし， Figure4では， RD条件／＇. 3D条件のERAN潜時帯の波形に大きな違いはなく，課題×刺
















空間的情報処理が行われていると考える従来の研究報告（e.g.,Rebert & Low, 1978; Gal血＆Om曲叫
1972）をある程度支持するものであると考えられる。しかし，本研究においては， Neapoli刺激に対
する ERANはF4よりも F3でより陰性，つまり左側が優位であるという結果となり，先行研究（e.g.,
Koe！曲目al.,2000）や，空間処理は右半球優位であるという報告（e.g.,Rebert & Low,1978; Galin & 
Oms脂血， 1972；苧坂， 1994）と一致しないものとなった。この結果を説明するための一つの根拠とし
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